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西宮市大学共通単位講座
市民聴講生募集

 前 期

SDGs に基づく新ビジネスの創出
暮らしのセーフティネット
ー社会保障の現在そして未来ー

日本企業の国際ビジネスモデル
中国の開港と日本の開国
航空業界、持続的な成長を目指して
～コロナ禍での経験からの学びを通して～

西宮・ヒト・ココロ・未来をデザインする
「DX社会の現状を知る」

共生教育を考える
～各専門分野からの多角的考察～

動き／ダンスの理論と実践

開 講 科 目



2024 年度 前期「共通単位講座」 市民聴講生募集要項
（制度）
西宮市に所在する大学・短期大学は、相互の協力・交流を通じて教育課程の充実を図るとともに、学生
の幅広い視野の育成と学習意欲の向上を目指して、2001 年度から「共通単位講座」を開講しています。
この講座を社会人にも開放し、西宮市民の方々の知的好奇心に応えるため、2010 年度から「市民聴講
制度」を取り入れ、聴講生を募集しています。（単位の取得はできません。）

1．聴講資格
　  高等学校卒業またはこれと同等以上の学力がある西宮市民および市内在勤の方。
2．聴講科目
　  共通単位講座のうち、「市民聴講制度」の対象としている科目。対象科目は右記の「開講科目一覧」 で
　  ご確認ください。
3．出願手続き（提出書類）　※ 提出された聴講生願書は返却いたしません。（写真を含む）
　  ① 所定の「聴講生願書」（写真貼付）
　  ② 切手（８４円）１枚（e-mail で通知を希望される方は不要）
　  ③ 写真 2 枚（聴講生願書に貼付（１枚）、聴講許可証用（１枚）をご用意ください。）
          ※ 縦 4ｃｍ× 横 3ｃｍにカットし、必ず写真の裏面に氏名をご記入ください。
4．提出先
　  西宮市大学交流センター（直接窓口に、または郵送 *） 
　  ＊ 郵送の場合は、出願期間内必着。
5．出願期間
　  ３月１９日（火）～３月２６日（火）の平日 *　１０：００～１８：１５（厳守）
　  ＊３月２０日（水・祝休日）、３月２５日（月・休館日）は出願いただけません。
6．選考・聴講許可
　  ■  各科目における聴講される方の受入は原則 5 名（5 名を超える場合は抽選とします。）
　　  ただし、科目によっては、5 名を超える受入が可能な場合があります。
　  ■  書類選考・抽選結果をお知らせいたします。（出願期間終了後）
　  　  ただし、「共生教育を考える～各専門分野からの多角的考察～」・「動き／ダンスの理論と実践」は
         ４月１７日（水）以降にお知らせいたします。
　  ■  書類選考・抽選結果のお知らせを e-mail で希望される方は「聴講生願書」e-mail 欄「通知」にチェッ
　　  クしてください。
7．聴講料
　  ■  聴講料は、1 科目（15 回）5,000 円とします。（納入済みの聴講料は不開講の場合を除き、お返しいた
　　  しません。）　
　  ■  聴講を許可された方は、初回の講義に西宮市大学交流センター窓口で聴講料を納入してください。
         ご本人と確認できる書類（免許証、健康保険証等）をご呈示ください。
　  ■  聴講料の納入がない場合は、聴講許可を取消します。
8．誓約書
　  ■  聴講に際しては｢誓約書｣をご提出ください。聴講料納入の際、署名していただきます。
9．その他
　  ■  学生の出願が非常に少ない科目は、初回の講義が実施された後に不開講となる場合があります。
　　  聴講出願科目が不開講となった場合は連絡いたします。（納入済みの聴講料は、お返しします。）
　  ■  休講通知等、講義に関するお知らせは西宮市大学交流センターの専用掲示板（センターロビー内）、
　　  西宮市大学交流センター web サイトをご確認ください。
　  ■  次のような場合、聴講許可を取消し、以後の聴講をお断りします。
　      ・聴講資格等を偽って出願したとき
　      ・良好な講義環境の維持に影響のある行為をした場合
　  ■  希望者には「修了証」を発行します。（原則として 2/3 以上の出席が必要）
　  ■  この要項に定めのない事項は、西宮市大学交流協議会 事務局が対応します。



2024 年度 前期 開講科目一覧

火曜日（1 時限） SDGs に基づく新ビジネスの創出 関西学院大学　向井 光太郎 准教授 他
わが国のエネルギー政策では「2030年の温室効果ガス・13年度比46％削減、2050年カーボンニュートラル」が
明示され、再生可能エネルギー比率を36～38%に引き上げる点が公表されています。政府はSDGsの17目標を意識
した政策を展開し、国際社会と調和を図りつつ、新型コロナウイルスで沈滞化した経済状況の更なる脱却を狙って
います。本講座では、エネルギー政策の観点からSDGsに即した脱炭素化の動向や新規ビジネスにつながるイノベー
ションを生み出す思考力の獲得を目指します。
水曜日（4 時限） 暮らしのセーフティネット 甲南大学　前田 正子 教授 他

木曜日（3 時限） 日本企業の国際ビジネスモデル 関西学院大学　藤沢 武史 教授 他

木曜日（4 時限） 中国の開港と日本の開国 神戸女学院大学　蔭木 原洋 特任教授

金曜日（3 時限） 航空業界、持続的な成長を目指して 関西学院大学　野村 宗訓 名誉教授 他

金曜日（4 時限） 西宮・ヒト・ココロ・未来をデザインする 大手前大学　山下 真知子 客員教授 他

土曜日（1~3 時限 *） 動き／ダンスの理論と実践 武庫川女子大学　村越 直子 教授 他

土曜日（1・2 時限） 共生教育を考える 関西学院大学　眞城 知己 教授 他

【開 講 期 間】 ４月９日（火）～７月３１日（水）予備日を含む、５月３日（金）の祝休日は実施
　　　　　　   ※ 「共生教育を考える」は４月２７日（土）～６月２２日（土）、５月４日（土）は休み
　　　　　　   ※ 「動き／ダンスの理論と実践」は９月５日（木）～７日（土）、１１日（水）、１２日（木）

【授業時間帯】1 時限：10:50-12:20　2 時限：13:20-14:50　3 時限：15:30-17:00　4 時限：17:50-19:20
【授業時間帯】 ＊ 1 時限：11:00-12:30　2 時限：13:30-15:00　3 時限：15:10-16:40　

日本の少子高齢化の実態やそれがどのような問題をもたらすかを学んだ後に、個々人の暮らしのセーフティネット
としてどのような制度があるかということや、その課題について学んでいきます。履修者同士のグループワークや
発表、コメントペーパーなどの課題もあります。

本講座は、グローバル事業・競争環境の変容に対する日本企業の戦略的対応に焦点を当て、海外事業成功の秘訣に
加えて、海外進出リスクや競合リスクを取り上げ、その対処策を提示します。日本企業が受入国内の企業・政府と
利害対立した場合の問題解決方法を、製造、流通（商社）、金融など業種別に、かつ大企業と中小企業に分けて考察
します。企業の経営戦略、国家の経済・文化・法律要因に加えて、地球環境適合という観点も織り交ぜ、企業の国
内外での存続、成長、撤退の在り方を模索します。

産業革命の影響、中国の開港と日本の開国との背景とその影響などに着目して、アジア諸国とその他の国や地域の
動向を比較し、相互に関連付けたりして、アジア諸国と欧米諸国との関係の変容などを多面的・多角的に考察して
いく。

この授業では、からだを内側から捉え、自分について探求するという、ソマティクス実践を行います。多くのダン
サーたちが医療・看護・福祉・教育・心理の専門家と共にこの分野の発展に貢献してきました。授業では意識的に
動きながら自分のからだを探求し、世界との関わり方を考えていきます。ラバン・ムーヴメント・アナリシス、バー
テニエフ・ファンダメンタルズ、そしてボディマインド・ダンシングの体験を通じてソマティクスの基礎的概念を
学んで行きます。  

航空業界は、外部の環境変化にその経営状況が大きく左右される業界です。これまでも多くの「危機」と「機会」
が繰り返し訪れる中で、工夫と知恵で成長してきました。講義の前半で航空会社の様々な業務について説明します。
その後に、今回の新型コロナウイルスのパンデミックで何を学び、アフターコロナでの成長、持続的な成長を目指
してどのような挑戦を目指しているのかを解説し、今後の更なる展望を考えます。

皆さんは「DX化社会」という言葉を耳にしたことがあるだろうか。社会はコロナ禍で停滞していたかのように見え
るが、その実、皆さんの暮らしの中にはデジタル技術で社会や生活の形を変えるDX化が浸透し生活スタイルが大
きく変化しつつある。そのような中にあって、今私たちに求められていることやどう生きることが望ましいのかに
ついて各領域の専門家たちと共に考える機会を持ちたい。

多様性を包む社会を構築していくための「共生」。本講座では、教育学部の教員が「共生教育」を共通テーマに多角
的に話題提供します。教育哲学、インクルーシブ教育･特別ニーズ教育、多様性を包含する国語科授業、青年期心理、
アメリカ学校史、多文化共生、地域再生をトピックスに、問題の本質をいかにとらえ、解決の模索をいかにおこな
うかを概説します。
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開催場所・お問合せ先

〒663-8035　西宮市北口町１番２号（ACTA西宮東館 6階）
TEL.0798‐69‐3155

　西宮市大学交流協議会 加盟大学  

大手前大学　大手前短期大学　関西学院大学　関西学院短期大学　甲子園短期大学
甲南大学　神戸女学院大学　兵庫医科大学　武庫川女子大学　武庫川女子大学短期大学部

西宮市大学交流センター　共通単位講座検 索
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【注】下記の注意事項を読んで記入してください （出願日　　　　　年　　月　　日）

科目名 

科目名 

科目名 

科目名 

科目名 

勤務先（市外在住者のみ）

※ 曜 日 ・ 時 限 を 記 入 し て く だ さ い

ふりがな

　　　　年　　　月　　　日生（満　　　歳） 性別　 男　 女

現住所　〒　　　　ー　　　　

TEL 携帯
e-mail
　　通知（「聴講許可通知」等）をe-mailで希望される方はチェックしてください。

写真貼付

縦４㎝×３㎝

３ヶ月以内に
撮影したもの

裏面に氏名を記入

聴 講 希 望 科 目

【注意事項】 
▪ 写真貼付の際には、必ず裏面に氏名を記入した上で、所定の位置へ貼付をしてください。
▪ 学生の出願が非常に少ない科目は、初回の講義が実施された後に不開講となる場合があります。
　   聴講出願科目が不開講となった場合は連絡いたします。（納入済みの聴講料は、お返しします。）
▪ 次のような場合、聴講許可を取消し、以後の聴講をお断りします。
　   ①聴講資格等を偽って出願したとき　②良好な講義環境の維持に影響のある行為をした場合
▪ 出願者から提供された個人情報は、「市民聴講」に関する手続き・連絡業務のみに使用します。
▪ 提出された聴講生願書は返却いたしません。（添付された写真を含む）
▪ 聴講を希望された科目は、必ず控えておいてください。 

前  期2024年度 聴講生願書

出願期間 ３月１９日（火）～３月２６日（火）の平日*　１０：００～１８：１５（厳守）
＊３月２０日（水・祝休日）、３月２５日（月・休館日）は出願いただけません。郵送の場合は、出願期間内必着。

緊急連絡先 氏名 TEL
□

（西暦で記入すること）


